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帰
山
奉
告
文

勧
請
し
奉
る

南
無
平
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大
慧
一
乗
妙
法
蓮
華
経

南
無
久
遠
実
成
大
恩
教

主
釈
迦
牟
尼
佛

南
無
末
法
之
大
導
師
高
祖
日
蓮
大
菩
薩

護
世
護
法
之
天
神

地
祇

日
本
国
内
大
小
之
神
祇

法
華
経
中
守
護
之
諸
天
善
神

別
し
て
は

祈
祷
本
尊
行
者
擁
護
南
無
鬼
子
母
大
善
神
十
羅
刹
女

興
覚
寺
に
て
ご
守
護
を

賜
る
諸
天
善
神

宗
門
歴
代
之
先
師

殊
に
は

経
王
瓶
水
無
漏
相
承
修
法
之

先
師

興
覚
寺
第
二
十
六
世

身
延
山
大
荒
行
堂
正
傳
師
高
木
日
亮
上
人
、
興

覚
寺
開
山
上
人
以
来
七
百
十
八
年
如
法
弘
通
の
先
師
等
、
証
知
照
鑑
の
御
寶
前

に
於
て
沙
門
我
聞
院
日
諦
孝
元
、
恭
し
く
一
乘
円
頓
の
法
筵
を
張
り
、
以
て
令

和
七
年
度
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
初
行
成
満
帰
山
の
式
典
に
擬
し
奉
る
。

小
生
、
今
こ
の
興
覚
寺
の
歴
史
を
背
負
い
、
修
徒
と
し
て
住
職
を
扶
け
そ
の

布
教
責
務
の
重
大
さ
に
日
々
苦
悶
す
る
も
、
「
令
和
の
世
に
合
っ
た
興
覚
寺
の

布
教
を
」
と
今
の
住
職
に
託
さ
れ
、
仏
様
日
蓮
大
聖
人
の
お
導
き
を
頂
き
、
檀

信
徒
各
位
の
協
力
の
も
と
、
「
新
型
の
興
覚
寺
へ
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
」
す
る
事

の
基
礎
構
築
と
、
自
己
の
研
鑽
と
整
備
さ
れ
た
興
覚
寺
に
て
修
法
布
教
す
る
決

意
を
示
す
為
、
今
度
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
に
身
を
投
じ
る
。

今
、
思
い
返
す
に

昨
年
十
一
月
一
日

日
蓮
宗
大
荒
行
堂
に
、
壱
百
日
成

満
を
目
ざ
し
、
身
と
命
を
捧
げ
、
決
意
を
以
て
入
行
す
。
以
来
、
暇
と
眠
り
を

絶
ち
、
耐
え
難
き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
ぶ
自
己
の
罪
障
消
滅
の
法
を
修
し
、

午
前
三
時
か
ら
の
水
行
は
、
未
だ
夜
の
気
配
暗
暗
と
深
け
れ
ど
も
、
水
盤
に
写

る
月
影
を
拝
み
、
日
に
七
度
の
水
行
に
て
六
根
を
浄
め
、
唱
え
る
水
行
肝
文
で

闇
を
照
ら
し
、
頭
上
に
砕
け
散
る
水
の
雫
は
空
の
星
と
入
り
混
じ
り
、
朝
夕
の

白
粥
を
す
す
っ
て
は
、
す
べ
て
に
於
い
て
常
に
精
進
し
、
読
経
三
昧
に
入
っ
て

は
喉
が
破
れ
る
ほ
ど
の
経
巻
を
唱
え
て
心
を
清
浄
に
、
「
佛
の
教
え
の
根
本
は

法
華
経
を
信
じ
き
る
」
の
訓
戒
を
守
り
、
過
酷
な
日
課
を
修
練
し
、
遂
に
初
行
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木
剣
加
持
祈
祷
の
秘
密
秘
伝
の
奥
義
を
感
得
す
る
事
が
出
来
得
た
り
。

し
か
し
行
中
は
、
目
を
開
け
て
い
る
の
に
寝
て
い
る
感
覚
で
、
夢
か
現
実
か

判
断
つ
か
ず
幻
聴
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
、
身
体
は
読
経
中
の
正
座
で
足
の
甲
が
め

く
れ
、
そ
こ
か
ら
入
っ
た
バ
イ
菌
が
身
体
を
む
し
ば
む
。
白
粥
だ
け
の
栄
養
状

態
で
基
礎
免
疫
を
失
い
、
身
全
体
が
菌
に
む
し
ば
ま
れ
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
む
く
む
。

恥
を
か
い
て
も
い
い
。
も
う
帰
り
た
い
。
行
を
や
め
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て

も
い
い
。
ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い
。
死
の
淵
を
彷
徨
う
の
は
も
う
勘
弁
だ
。
究
極

い
っ
そ
の
事
こ
の
人
生
を
も
う
終
わ
っ
て
も
い
い
。
そ
の
方
が
楽
だ
。

そ
ん
な
貧
弱
な
懈
怠
心
が
自
分
を
襲
う
。

し
か
し
身
、
口
、
心
で
唱
え
る
御
題
目
は
、
興
覚
寺
の
ご
本
尊
様
を
瞼
へ
映

し
出
し
、「
ど
う
か
ご
無
事
で
」
と
送
り
出
し
て
く
れ
た
檀
信
徒
の
皆
様
の
顔
、

今
生
の
別
れ
の
よ
う
に
涙
で
離
れ
た
母
の
顔
と
寺
族
の
顔
、
そ
し
て
百
日
間
、

毎
朝
６
時
に
無
事
を
祈
り
本
堂
前
で
大
病
を
し
た
身
な
の
に
、
ひ
た
す
ら
水
行

を
す
る
住
職
が
浮
か
び
あ
が
る
。

涙
が
頬
を
つ
た
い
、
目
の
前
が
霞
む
。
し
か
し
そ
の
涙
の
温
か
さ
で
生
き
て

い
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
。「
お
題
目
さ
え
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
」
と
。

本
日
此
に
関
係
各
聖
の
御
臨
席
の
下
、
随
喜
法
楽
、
合
掌
し
大
荒
行
壱
百
日

成
満
の
功
徳
力
を
以
て
、
秘
伝
修
法
加
持
を
修
し
、
無
事
帰
山
の
奉
告
式
典
を

営
み
、
以
て
佛
様
日
蓮
大
聖
人
の
溢
れ
る
御
恩
に
対
し
、
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
本
日
以
後
日
蓮
大
聖
人
の
願
い
に
基
づ
い
て
、
今
回
感
得
し
た
祈
祷
相

承
を
縁
あ
る
人
、
又
縁
無
き
人
に
も
与
え
、
社
会
の
福
祉
に
寄
与
し
、
こ
の
度

の
大
荒
行
成
満
に
当
り
、
堺
の
お
題
目
道
場
興
覚
寺
を
支
え
る
檀
信
徒
各
家
の

息
災
延
命
所
願
成
就
を
祈
り
願
う
事
は
勿
論
、
ご
先
祖
へ
の
敬
意
と
供
養
の
本

分
を
尽
く
し
、
仏
様
日
蓮
大
聖
人
の
御
慈
悲
に
報
い
る
感
謝
の
誠
を
捧
げ
奉
る
。

伏
し
て
願
わ
く
は

こ
の
道
場
に
あ
る
者
が
、
こ
の
美
し
い
ご
本
尊
を
目
の
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前
に
、
生
き
る
喜
び
を
か
み
し
め
、
先
祖
を
祀
れ
る
有
り
難
さ
を
知
り
、
信
仰

に
よ
っ
て
家
の
安
全
が
保
た
れ
て
い
る
事
、
そ
の
感
謝
の
言
葉
を
お
題
目
に
代

え
、
欲
を
少
な
く
し
て
足
り
て
い
る
事
を
知
り
、
日
々
の
勤
行
を
怠
ら
な
い
事

を
願
い
奉
る
。

沙
門
某
、
修
法
す
る
と
こ
ろ
霊
験
顕
著
に
し
て
、
お
題
目
の
布
教
に
邁
進
し
、

生
か
さ
れ
る
不
思
議
の
意
味
は
お
題
目
を
す
る
と
い
う
事
に
、
人
々
が
気
づ
き
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
得
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
努
力
し
奉
る
者
也
。

南
無
妙
法
蓮
華
経

維
時

令
和
八
年
二
月
十
五
日

興
覚
寺
修
徒

我
聞
院
日
諦
孝
元

敬
白

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
、
お
釈
迦
様
や
日
蓮
大
聖
人
は
ど
こ
か
遠
く
に
居
ら

れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
体
験
し
た
事
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
お
題
目
を
一
心
に
信
じ
よ
う
と
努
め
、
心
か
ら
お
題
目
を
唱
え
て

い
る
所
は
、
い
ず
れ
も
仏
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
所
な
の
で
す
。

今
回
の
荒
行
堂
の
よ
う
に
、
つ
ら
く
と
も
、
う
ま
く
い
か
な
く
と
も
、
生
命

の
維
持
が
困
難
で
あ
っ
て
も
、
「
お
題
目
を
心
に
持
ち
、
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
」
所
が
、
実
は
仏
様
が
教
え
を
説
い
て
い
る
「
お
説
法
の
場
所
」
な
の
で
す
。

つ
ま
り
仏
様
の
お
ら
れ
る
本
当
の
世
界
と
は
、
何
処
か
別
の
場
所
や
過
去
や

未
来
に
あ
る
の
で
は
無
く
、
お
題
目
が
広
ま
り
、
お
題
目
の
教
え
が
行
わ
れ
て

い
る
、「
こ
の
今
の
世
界
以
外
に
は
な
い
」
の
で
す
。

日
蓮
大
聖
人
曰
く
「
く
れ
ぐ
れ
も
お
題
目
の
信
心
肝
要
な
り
」

南
無
妙
法
蓮
華
経


